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定期及 ピ臨時ノ集團検診拉二個入診査二依 り、

「ツJ反鷹陰性無所見者及 ビ「ツ」反鷹疑陽性無所

見者 ト認 メラレタ者 蒜封 シテハ、大凡2ケ 月置

キ"、 從 ツテ定期鹸 ノ・2月 、5月 、8月 、11

月二、「ツ」反慮陽性轄化追求検査ヲ施行 シ、第

1章 ノ研究方法 ヲ行 ッタ。'但シ病竈 ヲ認 メ得ナ

カツタ「ツ」反鷹陽性轄化者(以 下輩二陽轄者 ト

略樗ス)二謝 シテハ隔2ケ 月短二、初 メテ陽韓ヲ
の

嚢見セル時 ト同様 ノ手技 ト順序ニテ検査 ヲ繰 リ

返 ヤ 「ヅ仮 鷹疑陽性ニシテ病竈 ヲ認 メタル者

アル時へ 「ツ」反鷹 ノ再検 ノ他ハ既陽轄者 ト同

様 ノ検査 ヲ適用 スルコトトシ、「ツ」反磨疑陽性

無所見者及 ピ「ツ」反鷹陰性無所見者 二封 シテ

ハ、更 二定期的 ノ「ツJ反鷹陽轄追求検査 ヲ施行

スル ノ他s年1-2同 、 ソ ノ全員二謝 シ第1章

記載 ノ検査 ヲ行 ツタ。通例以上 ノ如キ検査方法

二依 リ、 ソノ管理 ヲ施行 シテ居ル ノデアルガ、

事故、病氣訣勤、轄勤、退職、入螢、鷹召等 ノ

爲、必ズシモ豫定 ノ時期 二所定 ノ検査 ヲ完了シ

得タ 嗜 フ繹ニノ・行 カズ、從 ツテソノ間澱 終

陰性時 ヨリ陽軽嚢見迄 ノ期間ガ3ク 月以上経過

セルモノ、陽轄後 ノ経過期間 ガ長 イニ拘 ラズ観
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第15表 陽 轄 者 カ ラ ノ

綴'齢 陰欝 ヨリ騨 輪 ヲ認メ囎

登 見 迄 ノ 期 馴 ザル毛ノ
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検査人員二封メ〃% 十 〇.56一 3.12+・ 細 2.62十 〇.26 3。23十 〇.29 3.66±0。31

i病竈 アルモノニ封メ〃% 、{羽 薦 、溺1、8威 、.73}23.ω 歪、。86 26.50判.94
蔑

、

/養 中一例初知浸潤+肋 膜炎+結 核性腹膜炎 罧 結核性關節炎

註 陽轄者全員二封シ 肺内結核(511例)13。64%±0・56%肺 外結核(6例)0.16%±O。07%

察 期 間 ノ短 キニ終 ヅタモノ等、種 々 ノ例 ト、検

査7困 難i二遭遇 シタ事 ハ言 フ迄 モナ4。

被検者 ハ 何 レモ14-一一・25it迄 ノ 青年從事員、就

中、20歳 以下 ノ男子 ニ シテ、昭和18年2月 現在

迄 二観i舞 シ得 タ自然感染陽儲 中・最終陰 性時

ヨリ陽轄褒見迄 ノ期 間12ケ 月以内 ノ者 ハ3745

名 デ アル。 コノ陽韓者 中結核竈 ヲ認 メ得 タ者 ハ

517名(14%)デ アル。

訊 レヲ嚢 見時病型 別、観 察期 間肌 「ヅ」反慮最

終陰性時 ヨ リ陽轄嚢見迄 ノ期 間別 二観 タ ノガ第

15表 デアル ガ、陽轄登 見後 ノ獲 見時病型 ハ、縮

被検陽轄者3745名 二封 シ、肺門淋 巴腺腫 脹3・1

4、 初 期攣化群2・6%、 初 期浸潤3・2%、 他 二

病竈 ヲ認 メナ4肋 膜炎3.7%、 肋 膜炎 ヲ俘 フモ

ノニ幹 テハ 肺門琳巴鞭 脹04・%・ 初期憂化群

0.2%、 初 期浸潤0。4%、 ソ ノ他(腹 膜炎)0.1%

デ、 肋膜 炎 ヲ認 メ ナイ肺外結核 二於 テ腹 膜炎

0.1%、 ソ ノ他(結 核性 關節 炎及 ビ結 核性磯膜炎

各1名)亦0ユ%ヲ 占メ タ。倫肺 門淋巴腺腫脹 ヲ

認 メタ場合ヘ ソノ原蛋竈 ヲ、初期浸潤 ヲ認 メ

タ場合 ハ、 ソ レニ封鷹 スル局所淋 巴腺 ヲ検 索 シ

タモ ノデアル ガ遽 二認 メ得 ナカツタモ ノデ、今

後 ノ観察 二於 テ、 ソ ノー部 バ石灰沈 著 ソ ノ他 二

依 リ謹明 サ レル モノ ト思惟 スル。

一全獲見者517名 ノ ミニ就 イテハ、肺 門淋 巴腺瞳
●

脹23%、 初 期璽 化群19%、 初 期浸潤23%、

他 二病竈 ヲ認 メナ イ肋膜炎27%、 肺 外結核 ノミ

ノモ 〃 ・、腹 膜炎O・8%、 ソ ノ他0.4%デ アル
o・

ノ
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.＼

ヲ示 シ、病竈螢見全例三就イテハ肺内結核98・84%±O・48% s肺外結核1。16%±0。48%ヲ 占 ム。

陽轄登見後 ノ褒 見時病型 ヲ肺 内外別 二観 ル ト、

肺 内結核 ハ511名 、陽轄者全員 二封 シ、13.6%、

畿 見者全員 二 封 シ、98.8%ノ 高 率 ヲ示 スニ反

シ、肺外 結核 ハ僅 カニ6名 、陽轄者全員 二封 シ

0。2%、 糞 見者全員 二樹 シ1,2%ノ 極 メテ低 李 ヲ

示 スニ過 ギナ イ。
曳

陽轄嚢見後 ノ親察期闘(妓 皇言 フ親察 トハ、必ズ

肺臓 ノX線 検査 ヲ併用 シタ場合ヲ指スモノデ、

理學的検診 ノミニ終 ツタ揚合ハ之 ヲ未観察 ノモ

ノ トシテ算入 シタ)12ケ 月以上二亙ルモノト、

未 ダソレニ達 セザルモ ノトニ分 ケテソノ褒見奉

及 ピ嚢見時病型 ヲ観 ル ト、陽韓獲見後12ケ 月以

上観察 セルモノニ就 イテハ獲見者218名(19%)

デ、 ソノ登見時病型ハ肺門淋巴腺腫脹4.1%、

初期攣化群3・3%、 初期浸潤4.8%其 他 二病竈

ヲ認 メナ.イ肋膜炎57%、 肺内病竈 ヲ認 メナイ肺

外結核三於 テへ 腹膜炎o・2%、 結核'性關節炎

0・1%デ アル。 叉嚢見者全藪218名 ノミニ就 イ

テ観ル ト、肺門淋巴腺腫脹24%、 初期攣化群17

%・ 初期浸潤24%、 他二病竈 ヲ認 メナd肋 膜炎

30%・ 他二病竈 プ認メナイ腹膜炎1%及 ビ結核

性關節炎0・5%ヲ 示ス。

12ケ 月以上観察 セルモノ・内、最終陰姓時 ヨリ

陽鰯 覗 時迄 ノ期間o-3ク 月 ノモノノミニ就

.イ テへ 結核竈駿見牽20%デ 、ソノ嚢見時病型

へ 肺門淋巴腺腫脹5.0%、 初鞭 イヒ群3.5% 、
初期浸潤4・2AO、他二病竈 ヲ認メナィ肋膜炎6.2

訳、肋膜炎 ヲ俘 フモノニ於 テハ肺門淋巴腺腫脹
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0.5%、 初期憂化群0.1%1初 期浸潤O。4%、 肺

外結核 ノミ ノ者ハ、腹膜炎及 ピ結核性關節炎各

各0.1%ヲ 示 シ、 其嚢見全例 ノミニ就 イテハ、

肺門淋巴腺腫脹25%、 初期憂化群17%、 初期
さ

浸潤21%、 他 二病竈 ヲ認 メナイ 肋膜炎31%、

腹 膜炎 ノ ミノモ ノ及 ピ結核性關節炎 ノミノモ ノ

夫 々0・7%・ 帥 チ肺外結核 ハ僅
kカ1・33%±0・94

第五章

上遠セル如ク定期及ビ臨時喋 團検謝 二個人

診査 ノ結果、「ツ」反慮陰性及 ビ疑陽性且病竈 ヲ

認 メナイ者二封 スル2ケ 月置キノ定期「ツ」反庭璽

陽縛追求検査拉二既陽轄者二i封スル隔2ケ 月 ノ

精密検査 ノ成績 ヲ季節別二慨観 スル ト次 ノ檬デ

サ

%ヲ 占 ムニ 過 ギナ イニ反 シ、肺 内結核98・67%
の し

±0.94%ノ 塵 倒的高率 ヲ占 メタ。

次 二観 察期 間12ケ 月未満 ノモ ノニ 就 イテ観 ル

ト、 ソノ嚢 見牽 ハ11%ヲ 示 シ、 モ トヨリ12ケ

月以 上観 察 シタ 例 ノ輩 見峯19%二 比 較 シ低峯
、

ヲ示 ズ コ トハ論 ヲ挨 タナ ィ。

陽性韓化 卜季節 トノ關係

o

アル。季 節 トシテハ、2月 初旬 ヲ申心 トスル4
」

一一5週 間 ノ定期検査期間 ヲ冬季 ト見徹 シ
、5月

初 旬 ヲ申心 トスル ノヲ春季 、8月 初旬 ヲ中心 ト

スル ノヲ夏季、及 ビ11月 初 旬 ヲ中心 トスル ノヲ

秋季 ト見倣 シテ観 察 シタ。

第1節

昭和16年 及 ピ17年 ノ各季節別 二陽韓率及 ビ其

陽縛者 二封 スル陽轄獲見時結核竈獲見率 ヲ観ル

ト第16表 二示ス如 クデアル。爾、被検者ハスA"i

テ、當該検査 ヲ豪検 セル者 ノ中、直前同 ノ季節

二「ツ」反鷹陰性乃至疑陽性且病竈 ヲ認メ得ナカ
ち

ツタ者 ノミニ就 イテ親 察 シタモ ノデ、從 ツテ例

ヘ バ春 二於 テ受検 シ「ツ」反鷹陰性無所見 ナル モ

夏 二於 テ受検 セズ勲秋 二於 テ受検 シテ陽轄 ヲ登

季節別陽縛率 ト其陽輻螢見時結核竈登見率 〆

見サ レタル者、或ハ冬二於 テ受検 セルモ春及 ピ

夏 二於テ受検 セズ、秋二於 テ漸 ク受検セル者等

ノ如 久 直前同二受検 砺ナイ者ハ釜 ク除外 況テ

観察 シタ.但 漬 前同 ノ季節二受検 シ當該 ノ季

節 ノ検査ヲ受 ケナカツタ者ハ鷹召、轄勤等二依
ノ

リ検査不能 二陪ツタ健康者 デ帥チ、結核症嚢症
レ
ノ爲検査洩 レトナツタ例ハ存在 シナイ。

検査人員 二封 スル陽轄者 ノ比率即チ陽轄奉ハ

第16表 季節別陽縛率 ト其陽榑時病竈登見傘

季
節
別

年
度
別

一

「ツ」 反 磨 登 赤

o一9茎n血
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10血m一 以 上 計(検査人員) 陽縛費見時病竈 ヲ
認メ得タルモノ

箕 数鷹 幌 二 實 数疇妻幌 二 賓 酬% 實酬 墜磯 二封

冬 ぺ
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16 1022i86.弓 ±0。99,158113。4±0∴9i11801100。0 i19 12.0±2.59

17 %4・}77・6± ・・5814・3コ ・2・4±鉱5813243[・ 軌 ・ 156 13.9土1.72
小 計 3862 87.3十 〇.50561一

i12
.7±0.と0 4423i、00.0

斐 }75
凶

}li鍛器
春

(5月)

16 1633 88。0±0。75 22飛) 11.9±0.75 1853i100。0 {24}
17 2193 87.1±0.67 325 12.9±0.67 25・8'巨 ・…

144撫
一・3。5±1.90

小 計 3826
…87

.5=ヒ0.5015451 12.5±0。50
1

4371100.0 68 12。5=ヒ1.42

夏

(8月)
瞥

16 990 92・4±0・81{81 7肚 ・・811・ ・7・ ・・… 17 8.6±3.12
欄

17 2922 9飢9圭 ・・5・巨94' 9.1±0.51 3216 100.0
と22

7.5±1。53

小 計 3912 9L3±0.431375 「 8.8±0累43 4287 100.0 29 7。7±1.38

秋

(11月)

16 484693,6±0.34i329 6。4±0。34 5175 100.0 !26 7。9±1

i92、5士0.36[如4 7.5±0.36 5396100.0
}18…4。{吐1

174992

小 訓 98381934±0.251733 6脚 謝
1

10571{ 100.0
訴

i4416.0±01
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マ、

16年 二於 テハ多13%、 春12%、 夏8

%及 ピ秋6%ヲ 示 シ、冬及 ビ春 二於 テ

ハ比較的高率 デアル ガ、夏及 ビ秋 二於

テハ比較的低率 デ、殊』秋 二於 テ最低

李 ヲ示 シタ。コノ關係 ハ茸 年 二於 テモ

同檬 ニ シテ、軽冬12%、 春13%デ 高 李 デ

アルガ、.夏9%、 秋8%ヲ 示 シ低牽 デ

アル。16年 及 ビ17年 ノ 各季 節 ヲ夫 々

通算 スル時 ハ、ソ ノ陽 轄率 ハ、冬及 ビ春

各 々13%、 夏9%、 秋7%ヲ 示 ス。

陽轄者 ノ陽轄獲見時 二於 ケル結核竈嚢

見率 ヲ季節別 二観 ル ト、16年 冬 二於 テ

ハ陽縛者158名 二封 シ陽轄螢 見時結核

竈 ヲ認 メ得 タ者19名 、郎 チ12%ヲ 示

シ、周年春 二於 テハ11%、 夏 二於 テハ

9%、 秋 ハ8%ヲ 示 シ、陽轄牽 ト同檬、

冬及 ビ春 二高 ク、夏及 ビ秋 二於 テ比較

的低 イ黍 ヲ示 シタ。 コノ關係 ハ17年

二於 テモ 同様 デ、 冬及 ピ春 トモニ14

%ボ 夏8%秋5%ヲ 示 シ、夏特 二秋

二於 テ低率 ヲ示 シタe16年 及 ビ17年

'ヲ通 算
スル時ハ、冬14%、 春13%、 夏

8%、 秋6%ヲ 示 ス。

以上 ヲ通覧 スル ト、各季節 ノ陽轄奉及

ビソ ノ陽轄者 ノ陽轄獲 見時結核竈 獲見

李 ハ、冬及 ビ春 二於 テ高 久 夏及 ビ秋、

殊 二、秋 二於 テハ低 イ ト云 フコ トガ観
隔

取 サ レル 。

第2節 季節別陽轄者 ノ陽鵜

登見時 二於 ケノγ登見病型 一

各季節 二陽轄 シタ者 ノ陽轄盛見時弓於

ケル襲見病型 ヲ観 ルト、第17表 二示

ス如 クデアル。帥チ、参 二於テハ16及

ビ17年 共 二肺門淋巴腺腫脹及 ビ初期

愛化群比較的高率 ヲ示 シ、爾年度 ヲ通

算スル ト、 ソノ被検陽轄者561名 二i封

シ肺門淋 巴腺腫脹β%、 初期攣化群5

%、 初期浸潤及 ピ他二病竈 ヲ認 メナイ
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肋膜炎夫'lt1%、 肋 膜炎 ヲ俘 フモ ノニ於 テハ肺

門淋 巴腺腫脹0.7%、 初 期攣化群O.2%、 初 期浸

潤O.2%マ 示 ス。 但 シ肺 外結核 ハ雨年共 陽轄登

見時 ニハ認 メ得 ナカツタ。

春 二於 テハ16、17年 亦 同檬 ノ關係 ヲ示 シ、雨年

度 ヲ通算 スル ト、 ソ ノ被検陽轄者545名 二封 シ

夫 々、肺門淋 巴腺 腫脹5%、 初期攣化群4%、
ゆ

初期浸潤及ビ他二病竈 ヲ認メナイ肋膜炎2%、.

肪膜炎 ヲ俘 ヲモノニ於テハ肺門淋巴腺腫脹0.6

%、 初期浸潤0.2%ヲ 示 シ、冬 二於 ケルガ如 ク、

肺門淋巴腺腫脹及ピ初期礎化群ハ他 ノ病型二比

シ検出率高率 ヲ示 シ聴外結核'・認 メ得 ナカツ

タ。

夏二於テモ各年度 トモ同様ニシテ雨年度 ヲ縮ジ

テ、肺門淋巴腺腫脹及 ビ初期攣化群2%、 初期

浸潤及 ピ他二病竈 ヲ認 メナイ肋膜炎1%、 肋噂

炎 ヲ俘 フモノニ於 テハ肺門淋巴腺腫脹及 ビ初期

鍵化群0.3%、 初期浸潤0.5%ニ シテ肺外結核

・・之 ヲ検出セズ。夏 二於 テモ冬春 ト同様 ノ關係

ヲ示 シタ。 撃

秋二於 テモ亦同檬デ爾年度 ヲ通算 スル ト肺門淋

巴腺腫脹及 ビ初期攣化群各2%、 初期浸潤亦2

%他 二病竈 ヲ認 メナイ肋膜炎1%、 肋膜炎ヲ俘

フ初期攣化群0.1%ヲ 占メ、肺外結核ハ亦認 メ

1得 ズシテ、秋 二於 テモ略 く他 ノ季節二於 ケルガ

如 キ關係 ヲ示 シタ。

以上 ヲ通観 スル時ハ、各季節ヲ通 ジソノ陽轄者

ノ陽韓登見時 ノ饗見病型 ニノ)同様 ノ關係ニアツ

テ肺門淋巴腺腫脹及 ゼ初期攣化群ハ他 ノ病型二

比較 シ毎常高傘 ヲ示 シ、肺外結核ハ之 ヲ検出 シ

得ナカツタ。即チ陽韓糞見時 ノ病型ハ、季節二

依ル影響 ヲ認 ムルコトハ困難 デアツタ。

第3節 季節別陽轄者 ノ陽轄登見時以後 二於 ケノン病竈登見率 ト其病型
や

陽縛嚢見時以後二於ケげレ駿見率及 ビソノ病型 ヲ

各季節 二陽轄 シタ者別二観ル時ハ第18表 二示

ス如 クデアル。観察期間ハ陽轄登見後1年 以上

二亙ルモノデアルガ、後章二述ベル如ク結核竈

ハスベテ陽鰐 現 後1ヶ 年以内二於 テ,Pt見シ、

ユ年以後 ユ於 テ始メテ結核竈 ヲ嚢見 シ得 タ例 ニ

ハ遭遇 シブ居ナイ。

16年 多 二陽轄 シタ者二於 テハ陽轄饗見時以後

ノ嚢見撒ハ14名 即チ冬 ノ陽轄者158名 二封 シ

9%デ 、登見時病型ハ、肺門淋巴腺腫脹及 ビ初

期攣化群ハ之 ヲ認 メズ、初期浸潤2%、 他二病

竈 ヲ認 メナイ肋膜炎6%ヲ 示 シ、肋膜炎 ヲ俘 フ

.モノニ於テハ肺外結核1%ヲ 示 シタ。陽轄登見
時 ノ登見牽 トソン後ソ螢見率 ヲ比較スル ト同表

二観ル如 ク陽轄護見時以後1ケ 年以上≒亙 ノヒ観

察 二於 テハソ磯 見率9%ヲ 季 シ・ ソ輕 醐

間ノ長 キニ比較 シテハ優率 デアルガ、陽轄號見

時 二於 テノ慨 ニソ塒 ノミニ於
、テ12・o%ノ 比・較

的高率 ヲ示 シタ。病型別 二比較 スル ト陽轄獲

見時二認 メラレタ肺門淋巴腺腫脹及 ビ初期愛化

群ハ、陽轄獲見時以後 二於テハソノ検 出ヲ見ズ、

コレト反封 二陽轄登見時検出 シ得 ナカツタ初期

浸潤、他 二病竈 ヲ認 メナィ肋膜炎及 ビ肺外結核 ・

ハ夫々2% 、6%及 ビ1%ノ 率 二於 テ検出 シ得

タ。

16年 春二陽轄 シタ者 二於 テハ 陽轄褒見時以後

1ケ 年以上 ノ観察期間二於 テソノ獲見薮ハ19

名郎チ春 ノ陽轄者220名 二封 シ9%ヲ 示 シ、嚢

見時病型ハ賄門淋巴腺腫脹及 ビ初期攣化群ハ認

メ得 ナカツタが、初期浸潤3%ノ 他二病竈 ヲ認

メナイ肋膜炎7% 、肋膜炎ヲ俘フモノニ於テハ

初期浸潤及 ピソノ他各O.5%、 肺外結核 ノミノ

モノ亦0・5%ヲ 占メタe

瞬轍 見時 トソノ後 ノ槻 率 ト7比 較 ろル ト、

冬 ノ陽轄者 ノ場合 ト同様、腸轄登見時既二11%∵

ヲ示 スノヘ ソノ後1ケ 年以上二至 ツテモ猶9

、%ヲ 示 スニ過 ギナイ。病型別二於 テモ冬 ノ陽轄

者 ト同檬 ノ關係 ヲ示 シ、肺門淋巴腺腫脹及 ビ初

期憂化群ハ 之 ヲ検出 シナイガ、 初期浸潤t・3

%・ 他 二病竈 ヲ認 メナィ肋膜炎5%、 肋膜炎ヲ

1
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俘 ブ初期浸潤 及 ビソノ他各0.5%、 肺 外結核 ノ

ミノモ ノ亦0・5%ヲ 検 出 シタ。
び

16年 夏二陽轄 シタ者二於テハ、陽轄獲見時以後

ノ費見奉ハ12%デ 、嚢見時病型ハ、冬春 ト同様i

肺門琳巴腺腫脹及 ピ初 期簗化群ハ認 メズ、初期

浸潤4%、 他二病竈 ヲ認 メナイ肋膜炎6%、 肋

膜炎 ヲ俘 フ初期浸潤1%、 肺外結核 ノミノモノ
　

亦1%ラ 検 出 シタ。

陽韓獲見時 トソノ後 二於 クル嚢見率 トヲ比 較 ス

ル ト、陽轄獲見時既 二9%ヲ 占 メル ガ、併 シソ
き

ノ後二於テモ12%ヲ 占メ、寧ロ後者二於 テ高 キ

傾向 ヲ示 スガ如 クデアツタガ、著明デナク、又

モ トヨリ統計學的ニハ有意デナイ。病型ハ、冬

春 ノ陽轄者二於ケルガ如 シ、肺門淋巴腺腫脹及
1ピ初期璽化群 ノ検出ハナク、初期浸潤、肋膜炎

等ハ比較的高李二検出 シ、肺外結核モ之ヲ認 メ

タ。1

16年 秋 二陽韓 シタ者 二於 テへ 陽轄嚢見時以後

ノ爽見李ハ6%デ 、病型ハ初期浸潤2%、 肋膜

炎4%、 肺外結核0.6%ヲ 占メタ。
な

陽轄獲見時 トソノ後 ノ嚢見率 ヲ比較スル ト、他

ノ季節 ノ陽轄者二於ケル ト同様、陽轄登見時既

二8%"ソ ノ後二於 テハ6%ト 著差ヲ示サナィ

ガ、陽轄嚢見時及 ビソノ後 ノ登見牽共 二他 ノ季

節二比較 シテ低奪 ヲ示 シタ。病型甥比較二於 テ

モ他 ノ季節 ト同様 ノ關係 ヲ示 ス。 ・

以上 ヲ通観 シ、陽轄褒見時 ←ソノ後 ノ登見李 ト

ノ差ノ轍 ヲ7畿 鐸 ノ式`依ツテ欄

スル ト、上掲第18表 二示ス如 久 各季節 トモ"

ソノ藪値ハヨリ小 ニシテ有意性 ヲ認 メ得ナカヅ

タ。各季節 ノ陽轄者 ヲ纏計 シタ788名 二就 イテ

モ亦、 ソノ登見率ハ陽轄獲見時二於 テ10%、 ソ

ノ後8%ヲ 示 シ、爾者間二、亦、t差ノ有意性ハ

認 メ得ナ4。 即チ、・陽轄襲見時以後1ケ 年以上

ノ長 キ経過期間二拘 ラズ、 ソノ嚢見率ハ、極 メ

テ低 ク、反i封二陽轄畿見時 二既 二過孚数 ノ高李

ヲ示 スコトガ看取サレル。次 二陽轄登見時以後

ノ爽見病型ハ、何 レノ秀節 二於 テモ同様 ノ關係

ヲ示 シ、陽轄褒見時比較的高奉 二検出 シタ姉陽

琳巴腺腫脹及 ビ初期攣化群ハ之 ヲ認 メK".'1之ト

封照的二比較的低李 ヲ示 シタ初期浸潤特 二肋膜.

炎 ハ陽轄嚢見後二於 テ寧 ロ高李 ノ検出李 ヲ示

、シ、且陽轄畿見時認ムルヲ得ナカツタ肺外結核

ハ ソノ後二於 テ始 メテ検出 シタ。即 チ陽轄時以

後二於ヶル登見病型ハ各季節 ノ陽韓者別 二依ル

差異ハ認 メ難久 寧 ・陽鰯 覗 時力、ソえ後力、

換言 スレバ陽轄褒見時カラノ時間的距離 二依ル

影響 ヲ著明二観ル事ガ出來 タ。

陽轄登見時 トソノ後二於ケル蛋見例 ヲ総計スル

ト冬21%、 春20%、 稟21%、 秋14%ノ 嚢見李

ヲ示 シ、夏二於 テモ比較的高牽 ノ観 ヲ呈 シタ。

秋二於 テハモ トヨリ低牽 デァル。・

第六章
ひ

感染源 ト陽韓奪及 ビ登見李 トノ關係ヲ観ル爲 二
ひ

東京市内中心地庭所在 ノ勤務箇所 二就 イテ隔2

ク月毎 ノ「ヅ」反懸陽韓追求検査及 ピ陽轄者 ノ精

密検診 ト併行 シテ、.勤務箇所 ノ感染源調査 ヲ行

ツタノデアルガ、 ソレニ俘フ成績 ノー部ハ既二

第二章 二述ペタ如クデアル。帥チー方 二於 テハ

所謂「カタステル」検診二依 リ被検封象 ノ勤務箇

所全員 二第一章投載 ノ検査 ヲ行 ヒ、検査當時短

期病氣訣勤中 ノ者ハ出勤 ヲ待 ツテ検査 長期訣

勤者ハX線 寡眞二依 リ、喀疾検査 ソノ他 ノ臨 休

感染源 ト陽韓率及ビ結核病竈護見率

的所見ヲ滲考 トシォ診定 シタ。感染源 ト見徹 シ

タモノか著明ナ室洞ヲ有スル者、室洞著明ナラ

ザルモ灌注氣管支 ノ認 メラレル者、若 シクハ新

蕾病竈 ノ混在スル活動性病竈及 ピX線 像 二結核
ぴ

竈ヲ認メ且ツ喀疾以結核菌陽性ナルモノ等 デア

ル。黍研究 ノ「ヅJ反鷹陽轄追求検査 ノ封象ハ、,

問診等二依 リ家族i、近親、同居入若 クハ同一勤

務箇所以外 ノ李友閣係等二結核性疾患 ヲ認 メナ

ィ者 ノミニ限定 シタガ併 シ、 コノコトハ、問診

ヲ圭 トシテ推定 シタモノデアルカラ、同一勤務
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箇所以外 メ感染源 ノ所 在 ハ、果 シテ何塵 ニアッ

タカ確認 シ得 ナイ コ トハ言 フ迄 モナイ。叉次 二

言 フ同一執務箇所 トへ 日常極 メテ近接 シテ執

務若 シクハ執業 ヲ爲 シ、從 ツデ同一 箇所 ニテ宿

直、食事、休憩等出勤時間中殆 ンド行動 ヲ共 ニ

スル ゴ ト多 イ揚合 ヲ指 シタモ ノデ、 タ トへ勤務

箇所 同一サ ルモ、 近接 スル機 會殆 ンドナ イ場合

ハ、同一執 務 箇所 ニアル者 トシテハ取 リ扱 ハナ

カツ タ 雛
o

検査成績 ヲ同一執 務箇所 二感染源 アツタ場合 ト

無 カツタ場合 トニ分 ケ、季節別 二観察 スル ト第

ユ9表二示 ス様デアル。各季節 ノ検査入員ハ第四

第19表

ぎ

章 二於 ケル ト同様、當該検 査 ヲ受検 シ、且 ソ ノ

直前 ノ季節 二「ヅ」反懸 陰性 乃至疑 陽 性且病竈 ヲ

認 メナカッ タ者 ノミヲ計上 シ、 陽縛者 中 ノ結核

竈獲見者ハ陽轄蛮見後一 ケ年以 上 ノ観察 中二褒

見 シタ者 ヲ通算 シタモ ノデアル。

昭和16年 多 ノ陽轄李ハ、同一一執務 箇所 二感染源

アル場合16%デ ア ツタガ、感染源 ナ イ場合 ハ9

%ヲ 示 シタ。 又 ソノ陽轄者 カラノ結核竈嚢見李

ハ感染源 アル場合23%、 ナ イ場 合10%ヲ 示 シ、

帥 チ、感染源 アル場合 ハ、 ナイ合 二比較 シ陽轄

李、嚢見李 トモニ高 イガ、ツ ノ程度 ハ、陽轄率

ヨリ登見率 二於 テ著 明 デアアル。

感 染 源 ト陽 縛 傘 及 壱 病 竈 獲 見 傘

季

節

別

冬

春

夏

秋

計

同一執務箇所二i感染源アル場合

陽 縛 者検査

人員憤 卿 繋 暢 二

左記陽轄者中ノ

病竈登見率 ・

同一執務箇所二感染源ナキ場合

輪38460ト15.b3=ヒ1.85　へ 　
41316114。77±1.75

271

1207

2275

25i9.23±1.76

_1902-2i8・45埋

248}10。90±0.65

喰査

鰍 灘 穿判 順 、
23.33±5。4e'229i2114

22.95±5.3834814

陽 轄 者

實剃 繋 醗 二
9。17±1.91トへ
11.78±1。7341

左言己陽縛者中ノ

病竈獲見率

624.00±9。54216

20i19.61±3.93980

πi21.77ギ 洞1773

17

一
52

131

7.8?生1.83

5.31±0。72

7.39±0。62

實刎 囎 雲樹
g。5Z±6.402

4

41

㎜
3

10

9。76±4.63,

5.88±5。71

5響77十3励23

ユ6年 春 二 於 テう、、 陽轄率 ハ 感染源 ナル場合15

%、 ナ ィ場合12%デ 、 大差 ナ イガ、陽轄者 カラ
　

ノ褒見率ハ、感染源 ア花揚合23%、 ナイ場合

10%ヲ 示 シ、感染源 アル場合ヘ ナィ場合二比
〆

べ、一殺 ト高率 ヲ示 シタ。

夏 二於 テハ、 陽韓率 ハ感 染源 アル場合9%ナ イ

揚合8%デ ナルガ、獲見牽 ハ、感染 源 アル場合

24%、 ナ イ場合6%デ 、冬及 ピ春 ヨリ著 明 二、

ソノ傾 向 ヲ示 シタ。

秋 二於 テハ、 陽轄 率ハ,感 染源 アル場合8%、

7.63±2。32

ナ イ揚合5%、 嚢見率 ハ、 アル場合20%、 ナ4

揚 合6%デ 、 亦、他 ノ季節 ト同檬 ノ關係 ヲ示 シ

タ。

帥 チ、各季節 ヲ通 ジ、同一執務箇所 二感染 源 ア

ル場合 ハ、ナィ場合 二較 ベル ト、陽轄牽、登 見李

共 二高牽 ヲ示 スガ、 ソノ程 度ハ陽轄率 ヨ リモ、

登見李 二於 テ、短 常、 ソ ノ倍率 ガ甚 ダ高 イコ ト・

ラ看取 シタ1各 季節別成績 ヲ夫 々一括 幻 レト、

感染源 アル場合 へ 陽解11%澱 見率22然

ナ イ場合、陽韓率7%、 爽 見率8%ヲ 示 ス。

第七章 陽韓鰻見時二於ケル「ツ」反慮度 卜結核竈獲見率

陽轄螢 見時 二於 ケル「ヅ」友鷹度 ト議 見奪 トノ關

係 ヲ概観 ス レバ次 ノ様 デアル。rツJ反 慮度 二就

イテハ、本來、 ソ ノ反懸 ノ示 ス量 ト質 ノ爾面 カ

ラ綜 合的 二到 定サ ル可 キハ論 ヲ挨 タナ イガ、 ソ

ノ基準設定 轟ハ相當 ノ困難 ガアル。例 ヘバ、 奨

赤7大 サ ノミノ測 定ハ比較的客観的 二得 ラ レル

トハ言 へ 硬緒 特 二浮腫等 二至 ツテハ・ ソノ

鰯知度 二可成 リノ圭観性 ガ混 入 シボ更 二、 ソレ

ラノ色調、周園 カラノ腫脹 度、 出血、潰瘍、知

購 二至ツテへ 一鳳 ソノ計測法 二普逓 性ヲ
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篤

期 シ難 イ。從 ツテ、弦 デハ、先 ヅ、第一

章記 載 ノ如 ク、 「ツ」反慮獲赤 ノ大 サ10

mm以 上 ノモ ノ、5--9mmノ モ ノ
、4

の

mm以 下 ノモノ トハ 分 ケル殊 之 ヲ更

汽 二重畿赤及水泡 ノ存否 二依 ツテ分類

ヲ試 ミタ。但 シ、二重獲赤及水泡ハ
、共

二著 明 ナノセモ ノノミ探 ル コ トトシ
、殊 二、

二重獲赤 へ 内側 ト外側 ノ嚢 赤 ガ格段 ト

到然 シ且、外側 ノ糞赤 マタ周園 カラ鮮明

孤 境介 セラレルモ ノノ ミヲ探 リ
、色調 ノ

翻 デナ 懐 ナ赤量ヘ ー慰 本骸 二

於 テハ、 二重嚢赤}見 倣 サナイ 事 下シ

タ。 斯 クスル ト、嚢赤9mm'以 下 ノ者i

於 テハ、 モ トヨリ、二重駿赤、水泡等 ヲ

1例 モ 認 メル コ トガ 出來 ナカツタ シ
,

叉 、 コノ9mm以 下 ノ者 デハ、後 章 二述

ベ ルガ如 久 全被検 者申 ヨリ現 在迄 二
、

肺 「ヂス トマ」1例 、所謂 一過性浸潤7例

ヲ髄 シ得 タ ノミデ・未 へ 結核竈 壌

見 シ得 テ居 ナィ。從 ツテ、弦 二於 テハ、

、嚢赤10mm以 上 ノモ ノニ就 イテ、二重

糞赤、水泡 トモニ認 メナ イモ ノ、水泡 ヲ

認 メズニ重嚢赤 ヲ俘 フ干 ノ、二重獲赤 ヲ

認 メズ水泡 ノミヲ認 メタモ へ 及 ビニ重

登菰 水泡 トモニ認 メタルモ ノノ四種類

二歴分 シ
、陽轄登見時 ノ結核竈嚢 見季 ヲ

親 ノ」ト第20表 二示 ス 檬 デ アツタ.被 検

例 へ 最終陰性蒔 カ ラ賜轄獲見迄 ノ期 間

4ク 月内 ノモ ノデ アル。

陽轄登見時 二於 テニ重壷赤、 水泡 トモニ

認 メナイ 陽韓者 ハ 全員1204名 デ、 ソノ

内、陽轄登 見時 二結核竈 ヲ認 メタ者 ハ6f

名、 帥 チソノ5%ヲ 示 ス。然 ル ニ、水泡

ヲ俘ハズシテモ重嚇 ノミ瑠 メタ陽轄

者群8071名 ガ ラバ、 登見者86名(11%)

ノ高 牽 ヲ示 シ、更 二、二重爽 赤ヲ俘ハ ズ

水泡 イミノ群131名 カ ラハ28名(21%)、

二重 嚢赤、水泡 トモニ認 メタ群189名 力
,

ラ48名(25%)ト 、 一一段 トソ ノ率 ヲ檜 ズ
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ノガ看取サレタ。此等各陽轄者群カラノ嚢見奉

間ノ差異一就イテ・・ソノ轍 ヲ識 器

ノ式 二 依 ツテ検 討 スル ト第21表 二示 シタ如 ク

ニ重嚢赤、水泡 トモニ俘 ハナ イ群 カ ラノ號見牽

テ封 シテハ・ ソノ他 ノ群 カ ラノ獲 見牽 ハ、何 レ
モ、 ソノ差 二有意性 アル コトヲ認 メタ

。叉、二

重盛赤 ノミノ群 ♪、 水泡 ノミノ群及 ビ、水泡 ノ

ミノ群 下二重獲赤、水 泡 ノ雨者 ヲ具有 スル群 ト

ノ間 デハ、 ソ ノ壷 見率 ノ差 二、未 ダ有意性 ヲ認
つ

メ得 ナカツタガ、二重登赤 ノ ミノ群 ト、爾者 ヲ

俘 フ群 トノ間 二へ 襲見牽 ノ差 二有意性・ヲ認 メ

タ。郎 チ、陽轄登 見時 二於 テハ、 「ツ」反鷹 ノニ

重登赤 ト水泡 トハ、病竈獲見率 ニー定 ノ關係 ア

ノレコ トヲ認 メ得 タ ト3思フ。

「ツ」反磨度 ヲ、嚢見病型別 二観 ル時ハ、 ソノ饗
　

見卒 ハ夫 々、肺門淋巴腺腫脹 二於 テ、二重嚢赤、

水 泡 トモニ 認 メナ イ群 カ ラ2.4%、 二重登赤群

カラ3・8%、 水 泡群 カ ラ5.3%、 二 重爽赤水泡 ヲ

トモニ認 メタ群 カ ラ9.0%、 初 期憂化群 二於 テs

雨 者 ヲ認 メナイ群0.9%、 二重登赤群3。6%、 水

泡群{凱9%、 爾者 ヲ認 メタ群6。9%、 初 期浸潤 二

於 テ、爾者 ヲ認 タナイ群0。7%v二 重 獲赤群1,5

%、 水 泡群亦1。5%、 爾=者兼 有群4.8%、 他 二

病 竈 ヲ認 メナ イ肋膜炎 汽於 テ、爾者 ヲ俘 ハ ナィ
'

鯵

第八章

第21表 「ツ」反癒度別 ノ各蛮見奉問 ノ差 ノ

有意性(第20表 ノ例)

τ

「ツ」反慮度別 ノ各獲病奉聞ノ差異

1
二重登赤水泡共二有セザル群 ト
二重獲赤ヲ伴 フ群 トノ各獲見傘 ・

間 ノ差異
蜜

二重饗赤水泡共二有セザル群 ト

水泡ヲ俘 フ群 トノ各螢見率間ノ
差異

ゴ重曇赤水泡共二有セザ〃群 ト

共二有スル群 トノ冬登見率間ノ
差異

二重登赤ヲ有ヌル群 ト水泡ヲ有
スル群 トノ各登見率間 ノ差異

ご重登赤ヲ有ジ水泡ヲ件ハザル

群 トニ重登赤水泡共二有スル群
トノ各螢見率間 ノ差異

水泡ヲ有 シニ重登赤 ヲ俘ハザル

群 ト水泡二重登赤共二認メラル
ル群 トノ各螢見牽間ノ差異

Ml-M21
》m12柚2「 性

オ

4・4隣

一州 一
}

4.5 有

6.3

2.9

有
意

4.4

0.8

有

無

有

無

群0.5%、 二二重登赤i群1。4%s水 ～包君羊3.8%、 雨

者兼有群2・7%ヲ 示 シ、 帥 チ、各病型 ヲ通 ジ、

同様 二、爾者 ヲ俘 ハ ナイ群 カラノ登 見牽 へ 然

ラザル群 二比較 シテ、何 レモ低率 ヲ示 シタ。

以上 ヲ要言 スル ト、陽轄糞見時 二於 テハ「ツ仮.

鷹 度 ト結核竈獲見 トノ間 』バー定 ノ・關係 ガ アル

ト言 フコ トガ出來 ル.

陽性韓化 卜赤沈

「ツ」反鷹i陽轄前後 ノ赤沈値 ノ移動濠 ピコレ・ト病

竈登見 トノ諸關係 ヲ考究 スル爲 二、年齢17-20

歳 ノ男子 二就 イテ、隔2ケ 月 ノ定期諸検査 ト併

行 シテ、赤沈値 ヲ測 定 シタガ、方 法ハ第 一章記

載 ノ如 クデアル。但 シ》妓 二報告 スル ノヘ ス

ノ

ベ テ1時 間値 ノミデアル
。陽醗 見前3ケ 月二　

赤沈測定 ヲ施 行 シ得 タ 被検者 ハ、 昭和18年2

月現在693名 デ、 内、結核竈 ヲ認 メタ者155名 、

認 ソナイ者538名 デ、以下 コノ爾者 二就 イテ、

ソノ成績 ヲ概括 ズレバ次 ノ様 デアル。

第1節 結核竈非螢見時ノ赤沈値

陽轄獲見後、結核竈 ヲ認 メナカ ツタ538名 二就

イテ ノ成績 ノ・第22表 二示 ス檬 デアル。即 チ、陽

轄獲 見前3ケ 月 ノ陰性 時赤沈1時 間値 ハ、 ソノ

李均値7デ アル ガ、陽轄爽見時 ノ赤沈1時 間李

均 値 モ亦7デ 、ツ ノ閣、殆 ン ド差 ヲ認 メナ可。

次 二陽鰯 覗 時以後 ノ値 ヲ観 ル ト、陽轄饗見後

3ケ 月7、6ケ 月6 、9ケ 月5、12ケ 月亦5ヲ

示 シ、6ケ 月後 カラ稽 ≧減少 ス。

此等 ノ値 ヲ、陰 性時李均値 二比較 シ、 ソノ差 ノ

有灘 ヲ器 藷 ノ ノ式二依ヅテ翻 スル
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ト、 陰性 時 ト陽轄獲見時 トノ問 二於 テハ ソ ノ敷

値1.1ヲ 示 シ、有意性 ヲ認 メナイ。陰性時 ト陽
　

轄 畿 見後3ケ 月 トノ間 ニテモ同檬、 ソ ノ値0.6

ヲ示 シ、有 意性 ヲ認 メナ イ.然 シ、 ソ レ以後 ニ

ナル ト、6ケ 月 二1封シ3.4、9ケ 月二封 シ4.2、

ユ2ケ 月 二封 シ5.0ト 何 レモ陰性 時 トノ間 二、ソ

ノ差 ノ有 意性 ヲ認 メ得 タ。 即 チ、 陽縛装 見前3

ク 月 二於 テハ、 ソ ノ赤沈1時 間値 ニハ殆 ン ド攣

第22表

動 ナ ク、有意性 モ認 メナイ。換 言 ス レバ、病竈

ヲ嚢見 シナイ時 ニハ、陽 轄 登見 二赤沈 ガ異常促

進 シナ イ ト言 フコ トヲ看取 シタ。然 ルニ陽轄嚢

見後6ケ 月卸 チ陰性時以後9ケ 月 二至 ル ト漸 ク

ソ ノ値 ハ、有 意的 二減少 スル ヲ認 メタ。 コレハ、

年齢 ト共 二赤沈値 ノ移動 スル コトニ相鷹 スルモ

ノカ トモ考 《、ル。

結 核竃 非獲 見 時 ノ赤沈1時 間値

赤
(論値陰 性 時瞬 観 時i購 見矧 轡縛窒見矧 騨 罫 賃醗曝 幣
0-412361 222156 185 1831146
5-9176 187149 115 7881

10-14621 69 _168 38 31
ら

20

15-1945 ミ 28i帰22 7 4 4
ヨ

2(剛 ト12 16,5i8 5 1

25-2915 12411
f

2 1

30-341 11i2 ヨ 畢1 2

35--391 221ノ 1

40-441
i1/

嘗45一 以上 ・ } ～

(斎 計検査人員)レ538{538
407 356 305 セS5

鞠 値ia84± 銑24i乞21± 飢27
{7・05±0・27

5。67±0.26 5.20=ヒ0。29 5.02±0.27

1饗(綜 〉∵ ㌦
有 り

(3.4)'

有 り

(4。2)・

有 」

(5.0)

孫註 各期槍査人員ガ減員 シテ居ル ノハ陽轄蛋見時以後未ダ各期検査ノ曜期二達シナイ者

雛 熟騨鱒 欝 差鞍 騨 ヲ陀峨 デア塀 締 鎌 ノ
軸

第2ノ節 結核竈登見時ノ赤沈値

前節 二於テハ病竈 ヲ嚢見 シナイ時二就 イテノ観

察デアツタガ、本節 二於 テハ、陽韓獲見時及 ソ

ノ後 ノ結核竈嚢見例155例 二就 イテ、病竈嚢見'

時 ノ赤沈値 ヲ陰性時 二比較 シタモノデァルガ、

ラノ成績ハ第23表 二示 ス様デアル。

病型別二親ル ト、肺門淋巴腺腫脹例 ノ赤沈1時

間軍均値ハ、嚢見時9、 初期攣化群ハ7、 初期

浸潤ハ8ヲ 示 シ、何vモ 、陽轄登見前3ク 月 ノ

陰姓時 ノ値二比較 シ、大差 ヲ認 メナイ。肺門淋

巴腺腫脹、初期攣化群及 ビ初期浸潤例 ヲー括 ス

ノセトソノ僻 ・8ヲ示ス。

次二陰性時 畷 見時 トノ各赤沈1時 聞李均値 ノ

差ノ有灘 ヲ識 轟 ノ式デ検討川 .

ソノ値ハ・除性時二較べ夫々、肺門淋巴腺腫脹

1・9・初期璽化群0・5、 初期浸潤1.0ヲ 示 シ
、何

レモ、有 意性 ヲ認 メ得 ナカツタ
.

肋 膜炎 ヲ伶 フモ ノニ於 テハ、 肋膜炎 ノ他 二病竈

ヲ認 メナイ場合、 ソ ノ1時 間李均 値25、 他 二病

竈 ヲ認 メル揚合34、 爾者 ヲー括 スル ト29ヲ 示

シ、・陰性時 ノ6二 比較 スル著明 二高 イ。

}
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第23表 繊 搬 購 ノ続 塒 間値

赤 沈 値

(m1n)

「ツ」反徳

…

陰 性 時
癬

病 竈 獲 見 、 時

肺門淋巴
腺 腫 脹

初 期
憂化群

'

初期覆潤

罐

小 計
肋 炎 膜 ヲ 件 フ モ ノ'

計

τ
陣露 矧攣誘i小 計・κ… 一 』'__

0-4174 1318 7 28-■!L
5--9}49 12}6 14 3216

　
1i7 39

10-14 15 gl4 4 17 i5 3 8 25

15-19 12 3i2 5 1 2 3

一
8

20--24 2 2i 2 4
一
[4 3 7 11

25-29 2・ 11 「 1 =ム
1

、3 5 6

30--34 i } 2㊥}3 3

35-39 1
雍4欄 「5

5

40-44
一_

3 4 7 71

45-49 4 3幹 7 7

50-54 ～

}

14 4 4

55-59 i覇
1

1 1 1

60-64
一
1}1 1i1 1

65-69 評 1} 11 11
一
1

70-74
雷 ; i

E

75-79
、i

1{1L1 1

80-84 { 1 1 1

8(》一 以 上 { 　

・ 計 155 40i20 27 87 40 281能1155

卒 均 値 6。4ゴ=0.45&5± α9811乞0ゴ=1護 ン775±0。95 犠8±0.60 253±ao4 33.6±3.04 12&7±236 17。0±t37
:

無 シ

(1.0)
}

無 シ

(1.9)

有 り

(5.6)

有 リ

(8。7)

有 り

i(9・o)

有 り

(7.4)1糞1(Mi～M2Vm12伽ノ)

無 シ{無 シ

《 ・功i(0.5)

㊤1内1例 肋膜炎+結 核性腹膜炎

tunt2+Mm,i一依嚇 性へ 灘 時二凱
他 二病竈 ヲ認 メナ4肋 膜 炎5.6、 認 ムル肋膜炎

8・7ヲ 宗 シ、有意 性 ガアル。

簸 見例二弥 テ・ソノ槻 時・噸 鞠 値ヲ

親 ル ト17ヲ 示 シ、 陰 性時 三 較べ ソノ差 二有 意

性 ヲ認 メルガ、 コレハ モ,トヨリ肋膜炎 二基 因 ス

ee内1例 肋膜炎+肺 浸潤+結 核性腹膜炎

サ

ルコト論ヲ候 タナイ。

以上ヲ要スルニ、肺門淋巴腺腫脹、初期鍵化群

及 ビ初期浸潤ハ、陰性時二比較 シデソノ1時 間

値二大差7示 サナ4ガ 、肋膜炎 ヲ認メル揚合へ

著明ご促進 スルコトガ、有意的昌看取 サレル。
驚

第3節 陽輻獲見時赤沈異常促進者 ノ其後ノ登見牽

陽轍 菱見時赤沈異常促進 ヲ示 ス者 ガソノ後 ノ経

過中、然ザラ者 二較べ、病竈護見率 ガ高 イカ ド

ウカ、又畿見時異常促進 ヲ示 ス者ハソノ獲見前

如何 ナル間隔 ノ時カラ促進 ヲ示 シ始 メルカ等 ノ

澗題 ヲ検討中デアルガ、鉱二報告 スル!ハ 、 ソ

ノー部 デアル。部 チ陽轄 見時 ノ1時 間値 ガ、 ソ

ノ3ケ 月前 ノrヅ 」反慮陰性時 二 較べ10以 上 ノ

促進 ヲ示 シタモ ノ ト、5以 下 ノ差 二過 ギナ4モ

ノトニ就 イテ観察 スル ト第24表 二示 ス様 デア

ノレo
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'
第24表 陽轄駿見時赤沈異常促進者ノ其後ノ病竈登見拳

陽縛3ケ 月以後病竈 陽縛3ク 月以後病陰性時
ト陽縛時 トノ 登見セザ〃モ ノ 螢見 セルモ ノ

赤沈値 ノ差
1一 購 査人賭 ス畷 鰍1髄 人醐 ス吻 實 釧

L」 塑o迎型以上

陽轄登 見時 二陰性時 二比 較 シ10以 上 ノ促進 ヲ

示 シタ63例 二就4テ ハ、ソノ後3ク 月以上 ヲ経

テ結核竈 ヲ爽見 シタ者6例(10%)デ アルガ、 ソ

ノ差5以 下 二過 ギナカ ツタ189例 デハ、陽韓見
ジ

後3ケ 月以上 ヲ経 ぞ結核竈 ヲ獲見 シタ例18例

(10%)デ アツタ.帥 チ陰騰 暢 轍 見職 ノ

差10以 上 ノ促進 ヲ示 シタモノノ群 デモ、5以 下

ノ差 二過ギナカツタ群 デモ、陽轄登見後3ケ 月

以後 ノ嚢見牽ニハ殆 ンド差異ヲ認メナカツタ』

,換言スレバ、陽轄壷見後結核竈 ヲ認メタモノハ、

少 クトモソノ壷見3ケ 月前迄へ 異状促進 ヲ示

シ始 メテ居 ナイト言 フコ トガ出來ル。

第4-8章]小 括 「ツ」反鷹轄追求検査 ノ結果b

陽轄 セル者 二封 シ、隔2ケ 月ノ精密検査 ヲ行 ツ

デ得 タ成績 ノ中、陽轄 ト結核竈褒見 トノ關係二

就 イデ概括 スル ト次 ノ様デアル。被検者ハ15-

25歳 就中20歳 以下 ノ青年從事員デアル。

1.陽 轄者カラノ結核竈嚢見率 ト其獲見時病型

'二就イテ:一一

a)最 終陰性時 カラ陽轄獲見i迄12ケ 月以内 ノ

者3745名 ノ中、結核竈 ヲ認 メタ者ノ・517名(14

%)デ 、 ソノ爽見時病型ハ、肺門琳巴腺腫脹3.1

%、 初期憂化群2.6%、 初期浸潤3,2%他 二病

竈 ヲ認 メナイ肋膜炎3・7%、 肋膜炎ヲ俘 フモノ

ニ於テ肺門淋母腺腫脹O・4%、 初期攣化群02

%初 期浸潤0.4%ヲ 示 シ、肺内病竈 ヲ認メナ

イモノニ於テ腹膜炎及 ピソノ他各 々O.1%ヲ 示

ス。又、全獲見例5VI7例 ノミニ就 イデハv肺 門

淋巴腺腫脹23%、 初期憂化群19%、 初期浸潤
ノ

23%、 他 二病竈 ヲ認 メナイ肋 膜炎27%、 肺 外結

核 ノミ ノモノ1%ヲ 占 メタe

b)陽 轄 嚢見後12ケ 月以上観 察 シタ者 ノ結核

旗 見牽ハ19%デ アル肌12殉 未満 ノモノー

Pt見 ハ1】多 ヲ示 シタ。

c)陽 轄登見後12ケ 丹以上観察 シ且最終陰性

時カラ陽韓獲見迄3ケ 月以内 ノ者丈 ヲ選 ンデ観、

ル ト、結核竈嚢見率ハ20%ヲ 示 シ、其獲見時病

型ハ、肺門琳巴腺腫脹5.0%、 初期璽化群3ふ

%、 初期浸潤4.2%、 他 二病竈 ヲ認 メナイ肋腹

炎6.2%、 肋膜炎 ヲ俘 フモノニ於 テ肺門淋巴腺

腫脹0.5%、 初期璽化群0、1%、 初期浸潤0.4%、

他二病竈 ヲ認メナイ腹膜炎及 ビソノ他 ノ肺外結

核ハ夫々O.1%ヲ 示 シタ。 病竈獲見者 ノミニ就

イテハ、肺門淋巴腺腫脹25%、 ・初期憂化群17%
ヨ の

初期浸潤21%、 他 二病竈 ヲ認 メナイ肋膜炎3‡%

及 ピ他二病竈 ヲ俘ハナ4腹 膜炎1%ヲ 占メタ。

d)陽 轄獲見後 ノ嚢見時病型ヲ肺内外別二観ル

ト、陽轄全員二就4テ ハ、肺内結核13.6%i肺

外結核0.2%、 結核竈登見全例 二就イテハ、肺

内99%二 封 シ肺外僅 カニ1%ヲ 占メタ。コノ閣

係 ハ、陽韓登見後 ノ観察期間12ケ 月以上デ且最

終陰性時カラ陽轄爽見迄3ケ 月以内 ノ者 二局限

シテ観テモ全 ク同様デ、帥チ、陽韓獲見後初メ㌧

テ爽見サレル病竈ハ、ソノ99%迄 ガ肺内ニアル

コトヲ看嚇 タ。

∬.陽 轄 駆季節 トノ關係 二就 イテ:-

a)陽 轄 率ハ、昭和16年 冬 二13%、 春 二12%

夏8%、 秋6%ヲ 示 シ、EPチ 、 冬及 ピ春 二高 ク

夏及秋殊 二 秋 二 低 イ。 コノ關係 ハ17年 二於 テ

モ同檬 デ アツタ。

b>各 季節 ノ陽轄者 カラ ノ陽韓獲見 時 ノ結核竈

焚見牽 ハ、 昭和16年 多12%、 春11%、 夏9%

秋8%ヲ 示 シ、陽轄率 ト同様、冬及 春 二高 ク、

夏及 ピ秋殊 二秋 二低4e17年 二於 テモ同様 デア
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もツタ
。

C)陽 轄獲見時 ノ獲見病型 ハ、各季節 トモ・=1

・肺門淋 巴腺腫脹及 ピ初期攣化群 ハ初期 浸潤及 ビ

肺膜炎 二較 べ ソノ獲見牽高 ク、肺外結核 ハ、認

'メ 得 ナカツタ
。 コノ關係 ハ、16年 及 ビ17年 ト

モニ同様 ニ シテ、勘 チ、陽韓糞見時 ノ嚢見病型

ハ季節 二依 ル差異 ヲ認 メル コ ト困難 デアル。
へ

d)陽 轄獲見時 トソノ後 トノ病竈獲見率 ヲ比較

スル ト、多 ノ陽轄者二於テハ、陽轄登見時12%

ソノ後9%、 春 ノ陽轄者ハ、陽轄褒見時11% 、

ソメ後9%、 夏、陽轄費見時9%、 ソノ後12%

秋、陽韓嚢見時8%ソ ノ後8%7示 シ、陽轄登

見時既 三高率 ノ結核竈登見率 ヲ示 シ、 ソノ後ハ

経過期間 ノ長 イニ拘 ラズソノ割二低 イコトハ、

各季節 トモ同様 デアル。

e)陽 轄獲見時以後嚢見シタ病型ハ、何vノ 季

、節二陽韓 シタ者二就 イテモ同様デ、初期浸潤、肋

膜炎及 ピ肺外結核 ノミヲ嚢見 シ、陽轄獲見時高

寧 二認 メラレタ肺門淋巴腺腫脹及初期攣化群ハ
1トモ
ニ費見 シナイ。帥チ、陽轄登見時以後糞見

スル病型ハ、陽轄登見時 トハ明カニソノ差異 ヲ

示 スガ、各季節 ノ陽轄者別ニハ、相違 ヲ認 メ難

久 換言 スレバ、登見時病型ハ、季節二依ルヨ
　

リ寧 ロ陽轄時カラノ時間的距離 二依ル影響ガ著

明デアル。 、 ・

皿。 感染源 ノ有無 ト陽轄牽及ビ陽韓登見後1ケ

年以上二亙ル観察期間中ノ結核竈登見率 トノ關

係ハ、、概略、次 ノ檬デアル。勘チ、同一執務箇

所二感染源 アル揚合ハ、ナイ場合二較べ、陽轄

率ニハ大差 ナイガ、登見率ハ著明二高率 ヲ示 ス

傾向ガアリ、 コソ關係ハ、各季節 ヲ通 ジ、毎常、

同様 デアル。

IV・最終陰性時カラ陽轄登見迄4ケ 月以内 ノ者

2331名 二就 イテ陽轄駿見時 ノ「ツ」反慮度 ト結

核竈登見率 トノ關係 ヲ観ル ト概略、次 ノ様 デア

ノレo

a)ご 重嚢赤、水泡 トモニ認 メナィ陽轄者群 カ

ラノ蛋見率ハ5%デ 最低 率 ヲ示 スガ、二重嚢赤

ヲ俘 フ群 カラ簗1%、'水 泡 ヲ認 メル群 カラ21%、

二 重襲赤、水泡 ヲ象 有 スル群 カ ラ25%ヲ 示 シ、

何 レモ著明 二高李 デアル。/

b)各 登 見病型別 二観 テモ同様 ニ シテ、肺門淋

巴腺腫 脹・初期憂化群、初期浸潤、肋膜炎等何

レノ型 二於 テモ、二重嚢赤、水泡 ヲ俘 フ群 カ ラ・

ノ嚢菱見i率ノ、高 イ。

帥 チ、 「ッ」反賑度 ト結核 竈壷見 トノ間 ニハー定

ノ關係 ガ アル コ ト7認 メタ。

V・ 陽轄嚢見 前3ケ 月 ノ陰性時 二赤沈測定 ヲ施

行 シタ693名 二就 イテ観 察 シタ成績 ヲ概括 スル

ト次 ノ様 デアル。

a)結 核竈 ヲ認 メナカツ タ538例 二就 イテノ＼

ソノ1時 間李均値 ガ陰佐時7デ アツタガ
、陽韓

嚢見時 二於 テモ更 ニ ソノ後3ケ 月 二於 テモ同様

7ヲ 示 シタ。 皇Pチ、結核竈非糞見例 二於 テハ
、

陽轄登見隊 異常促進 ヲ示 サナカツタ,

b)陽 轄 登見時及 ビソノ後 ノ病 竈獲見 例155例

二就 イテ病竈獲見時 ノ1時 間李 均値 ヲ齢 レト
、

肺門淋巴腺腫脹9、 初期鍵 化群7、 初期浸潤8

。7示 シ・何vモ 陰性時 ノ6二 比較 シ大差 ヲ認 メ

ナカツタガ、筋 膜炎 二於 テハ、諸他 ノ病竈 ヲ認

ムルモ ノ34℃ 認 メナ イモ ノ25ヲ 示 シ
、 トモニ、

著明 ナ促進 ヲ示 シタ。 惣

c)険 騰 ト陽鰯 覗 時 ノ 塒 聞値 ノ差10以

上 ノ促進 ヲ示 シタモ ノノ群 デモ、5㍉以下 ノ差 ご

過 ギナカツタ群 デモ、 陽轄登見後3ケ 月以後 ノ

爽見牽 へ 殆 ン ド同率(10%)ヲ 示 シタ。

卿 終ルニ臨 ・終始無 篤ナル鶴 旨導 御 校
閲 ヲ賜 ツタ豫防會結核研究所研究部長岡治道博

士蛇 ピニ日本轡療團中爵養所隈部英雄博士二封

シ謹 ンデ深甚 ナル謝意 ヲ表 ス
。
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